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東信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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しろ うま だけ

二
、〇
六
六
㍍
）
等
比
較
的
穏
や
か
な
峰
々
が

連
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
湯
の
丸
、
高
峰
高
原
の
中
間
に
は
、

数
万
年
前
の
三
方
ヶ
峰
火
山
の
噴
火
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
火
口
原
に
広
が
る
高
層
湿
原
で
あ
る

池
ノ
平
湿
原
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
と
、

亜
高
山
帯
の
気
候
と
合
わ
さ
り
、
花
々
の
種
類

が
豊
富
な
高
原
地
域
と
し
て
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

五
月
に
は
一
帯
で
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
が
始
ま

る
と
と
も
に
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
等
が
咲
き
は
じ
め

ま
す
。

　

六
月
に
は
高
原
一
帯
を
国
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
朱
色
が

山
肌
を
染
め
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
と

と
も
に
、
高
山
植
物
の
女
王
と
い
わ
れ
る
コ
マ

ク
サ
、
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
な
ど
の
高
山
植
物
が
咲

き
始
め
ま
す
。

　

七
月
は
、
池
ノ
平
湿
原
等
の
湿
原
地
帯
に
ア

ヤ
メ
の
大
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

八
月
か
ら
九
月
に
は
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
マ
ツ
ム

シ
ソ
ウ
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
草
花
が
咲
き
ほ
こ

り
ま
す
。

　

そ
の
後
十
月
ま
で
は
黄
金
色
に
輝
く
カ
ラ
マ

ツ
、
赤
、
黄
色
等
広
葉
樹
の
紅
葉
も
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
駐
車
場
等
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
比
較
的
短
く
手
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
と

と
も
に
、
春
か
ら
秋
に
か
け
、
こ
れ
ら
の
花
々

等
を
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
冬
場
に
お
い
て
も
、
ス
キ
ー
場
等
の
施

設
の
ほ
か
、
晴
天
率
も
高
く
澄
ん
だ
空
気
の

中
、
手
軽
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
等
に
よ
り
、
眼
下

の
千
曲
川
の
流
れ
を
見
渡
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の

大
パ
ノ
ラ
マ
、
北
に
は
上
信
越
の
四
阿
山
、
草

津
・
白
根
山
、
谷
川
岳
、
南
に
は
奥
秩
父
・
甲

武
信
岳
、
八
ヶ
岳
、
遠
く
は
富
士
山
な
ど

三
百
六
十
度
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
、
手
軽
に
自
然
を
満
喫
が
で
き

る
湯
の
丸
・
高
峰
高
原
付
近
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　

�　

上
信
越
自
動
車
道
小
諸
イ
ン
タ
ー
か
ら
高

峰
高
原
（
車
坂
峠
）
ま
で
三
〇
分
程
度
、
同

じ
く
東
部
湯
の
丸
イ
ン
タ
ー
か
ら
湯
の
丸
高

原
（
地
蔵
峠
）
ま
で
三
〇
分
程
度

※�

池
ノ
平
湿
原
ま
で
は
、
七
月
中
旬
か
ら
八
月

中
旬
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
は
湯
の
丸
高
原

（
地
蔵
峠
駐
車
場
）、
高
峰
高
原
（
浅
間

２
０
０
０
パ
ー
ク
駐
車
場
）
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

四
季
を
通
じ
手
軽
に
自
然
を
満
喫

 

［
東
信
署
］
湯
の
丸
・
高
峰
高
原
一
帯
は
、
浅

間
連
峰
の
西
に
位
置
し
、
黒
斑
山
（
標
高
二
、

四
〇
四
㍍
）、
高
峰
山
（
標
高
二
、一
〇
六
㍍
）、

東
籠
ノ
登
山
（
標
高
二
、二
二
七
㍍
）、
三
方
ヶ

峰
（
標
高
二
、〇
四
〇
㍍
）、
湯
の
丸
山
（
標
高

二
、一
〇
一
㍍
）
、
烏
帽
子
岳
（
標
高

アヤメの大群落

高峰山からの眺望

黒斑山から浅間山を望む

高原に咲くレンゲツツジ


